
二
五
八

虐
待
児
症
候
群
)
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
が
日
本
で
生
じ
て
か
ら
、
ま
だ
一

O
年

も
た
つ
て
い
な
い
。
」
(
斎
藤
、
二

O
O

一
三
頁
)
と
い
う
文
章
は
一
つ
の

中
国
に
お
け
る
人
っ
子
」

特
徴
と
教
育
課
題

-， 

σ〉

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

孫

瑞

口一口
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節
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章
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序

童・

一
九
七
八
年
に
中
国
政
府
が
「
一
人
っ
子
政
策
」
(
以
下
「

」
略
)
を
基
本

国
策
と
し
て
決
め
て
か
ら
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
中
国
全
土
の
一
億
二
千
万

の
家
庭
の
う
ち
、
「
一
人
っ
子
家
庭
」
は
す
で
に
そ
の
二

0
・
七
%
を
占
め
る
よ

つ
に
な
っ
た
。
二

O
O
三
年
現
在
、
「
一
人
っ
子
」
(
以
下
「

」
略
)
は
す
で

に
八

0
0
0万
人
に
上
っ
た
の
で
あ
る
。
人
口
増
加
を
有
効
的
に
抑
制
し
た
点

か
ら
み
れ
ば
、
世
界
に
大
い
に
貢
献
し
た
政
策
で
あ
る
と
言
え
る
も
の
の
、
教

育
の
面
か
ら
み
れ
ば
、

一
人
っ
子
政
策
は
実
に
古
今
未
曾
有
の
大
実
験
で
あ
り

人
類
の
教
育
に
対
す
る
大
き
な
挑
戦
で
も
あ
る
と
言
え
る
。

一
人
っ
子
政
策
が
実
施
さ
れ
た
当
初
か
ら
、

一
人
っ
子
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
二
一
世
紀
の
中
国
社
会
は
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
先
行
き
不
明
な
心
配
が
、

専
門
家
ら
に
あ
っ
た
。
ま
た

一
人
っ
子
政
策
に
対
す
る
非
難
の
多
く
は
、

供
に
不
良
な
個
性
、

心
理
及
ぴ
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な

い
と
い
う
点
に
集
中
し
て
い
る
。

一
人
っ
子
政
策
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
二
五
年

経
っ
た
現
在
、
最
も
早
く
生
ま
れ
た
一
人
っ
子
た
ち
は
す
で
に
幼
児
期
や
少
年

期
を
経
て
青
年
期
に
入
っ
た
。

で
は
、
彼
ら
は
一
体
ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

青
年
期
を
過
ご
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
が
二

O
O三
年
一
一
月
に
、
遼

寧
省
撫
順
市
で
大
学
一
年
生
一
六
九
名
を
対
象
に
行
っ
た
(
内

一
人
っ
子
と

非
一
人
っ
子
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
四
名
と
三
五
名
で
あ
る
)
調
査
の
結
果
か
ら
、
青

年
期
の
非
一
人
っ
子
と
比
べ
一
人
っ
子
が
も
っ
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

中
国
に
お
け
る
「
一
人
っ
子
」
の
特
徴
と
教
育
課
題

-
自
己
中
心
的
意
識
が
強
い
こ
と
。

-
孤
独
感
や
孤
立
感
を
感
じ
や
す
い
こ
と
。

-
同
世
代
と
の
接
触
に
苦
手
で
あ
る
こ
と
。

-
自
立
能
力
が
低
い
こ
と
。

成
人
を
迎
え
た
一
人
っ
子
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
す
で
に
彼
ら
の
性

格
の
中
に
固
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
筆
者
は
、
こ
れ
ら
一
人
っ
子
の
性
格
の

特
徴
は
、
彼
た
ち
が
長
期
に
送
っ
た
家
庭
生
活
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
考
え

る
。
つ
ま
り
、
一
人
っ
子
政
策
は
人
口
抑
制
を
実
現
す
る
と
同
時
に
、
従
来
の

中
国
社
会
を
構
成
す
る
家
庭
の
構
造
を
瓦
解
さ
せ
、

そ
こ
で
、

一
人
っ
子
た
ち

の
こ
れ
ら
の
性
格
の
特
徴
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

子

さ
ら
に
、
二
五
年
間
に
わ
た
り
一
人
っ
子
政
策
を
徹
底
し
た
結
果
、

と
い
う
家
庭
構
造
が
固
定
さ
れ
、
溺
愛
、
暴
力
、
「
過
教
育
」
な
ど
の
現
象
が

社
会
化
し
、

一
人
っ
子

一
連
の
社
会
問
題
の
引
き
金
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
た
八
千
万
人
の
一
人
っ
子
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
一
二
世
紀
の
中
国
社
会
は
、
今
ま
で
と
断
然
違
う
よ
う
な
性
格
を
も
っ

よ
う
に
な
る
に
違
い
な
い
。
近
代
中
国
の
思
想
家
・
梁
啓
超
は
そ
の
著
書
『
少

年
中
国
説
』
の
中
で
、
子
供
の
教
育
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
少
年
が
強
く
な
る
と
国
は
強
く
な
る
、
少
年
が
弱
く
な
る
と
国
が
弱
く

な
る
」

つ
ま
り
、
子
供
の
教
育
は
一
つ
の
国
家
の
未
来
を
左
右
す
る
決
定
的
な
要
素

で
あ
る
。
と
り
わ
け
中
国
の
現
状
か
ら
言
え
ば
、
発
展
途
上
国
と
し
て
、
現
在
、

中
国
は
ち
ょ
う
ど
社
会
転
換
期
に
あ
る
。

い
か
に
一
人
っ
子
を
教
育
す
る
か
は

二
五
九



す
で
に
中
国
の
将
来
を
左
右
す
る
戦
略
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
現

実
的
に
言
え
ば
、
中
国
人
口
の
一
五
%
を
占
め
る
こ
の
世
代
の
教
育
問
題
を
放

置
す
れ
ば
、

そ
の
潜
在
的
な
影
響
力
は
未
来
の
四

0
1
五

O
年
の
聞
に
完
全
に

爆
発
し
、
超
大
国
中
国
に
与
え
る
影
響
は
実
に
想
像
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
。

未
来
へ
の
展
望
で
あ
ろ
う
か
、
現
実
へ
の
危
機
感
で
あ
ろ
う
か
、

一
言
日
で
い

え
ば

一
人
っ
子
を
知
何
に
教
育
す
る
か
と
い
う
研
究
は
、
中
国
に
と
っ
て
重

要
な
意
味
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
視
点
を
原
点
に
、
本
研

究
に
お
い
て
、
筆
者
は
溺
愛
、
暴
力
、
過
教
育
を
代
表
と
す
る
一
人
っ
子
教
育

過
程
に
現
れ
た
問
題
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
解
決
方
策
を
探
っ
て

み
た
い
。
さ
ら
に
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、

日
増
し
に
一
人
っ
子
化
す
る
中

国
が
社
会
転
換
期
に
お
い
て
取
る
べ
き
教
育
方
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考

、ぇヲ
h
v
o

第
一
章

変
形
し
た
教
育
心
理
|
溺
愛

溺
愛
の
背
景
ー
一
人
っ
子
の
親
の
教
育
心
理
の
形
成

一
九
四
九
年
の
建
国
後
、
毛
沢
東
の
主
導
で
人
口
増
加
が
国
策
と
し
て
進
め

一
九
五
三
年
に
実
施
さ
れ
た
初
め
て
の
人
口
統
計
の
結
果
、
人
口
が

第
一
節

ら
れ
た
。

六
億
一
九
三
万
人
(
国
外
の
華
僑
、
留
学
生
人
口
を
含
む
)
と
な
り
、
予
想
よ
り

①
 

一
億
人
以
上
も
多
か
っ
た
。

一
九
六
六
年
に
文
化
大
革
命
(
以
下
で
は
、
「
文

革
」
と
略
記
す
る
)
が
起
こ
り
、
こ
の
出
産
ラ
ッ
シ
ュ
で
生
ま
れ
た
世
代
の
ほ

と
ん
ど
は
、
中
央
が
呼
び
か
け
た
「
上
山
下
郷
」
政
策
に
応
じ
て
、
農
村
や
辺

一
九
七
六
年
の
文
革
の

境
地
域
に
入
り
下
放
生
活
の
中
で
二

O
代
を
送
っ
た
。

二
六

O

終
結
を
契
機
に
、
「
文
革
世
代
」
と
言
わ
れ
た
彼
ら
の
多
く
は
都
市
に
戻
り
漸

く
正
常
な
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

一
人
の
子
供
し
か
つ
く
れ
な

い
と
告
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
極
端
な
個
人
崇
拝
と
熱
狂
的
な
理
想
主
義
の
中

か
ら
目
覚
め
た
ば
か
り
の
文
革
世
代
の
場
合
、
ま
る
で
大
き
な
病
気
が
治
っ
た

ば
か
り
の
患
者
が
栄
養
補
給
に
急
い
で
い
る
よ
う
に
、
文
革
後
、
彼
ら
は
人
生

へ
の
新
た
な
希
望
と
期
待
か
ら
精
神
的
栄
養
を
吸
収
す
る
こ
と
に
懸
命
に
な
る
。

そ
し
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
最
も
直
接
に
実
感
で
き
る
「
人
生
へ
の
新
た
な
希
望

と
期
待
」
は
他
で
も
な
く
、
ま
さ
に
そ
の
子
供
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
親
と
し

て
の
文
革
世
代
の
子
育
て
に
対
す
る
心
理
形
成
は
、
中
国
の
一
人
っ
子
教
育
の

諸
問
題
を
作
り
出
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節

溺
愛
の
実
態
|
甘
や
か
さ
れ
た
世
代

一
九
八
三
年
三
月
一
八
日
、
現
代
中
国
の
「
小
皇
帝
」
説
は
は
じ
め
て
ア
メ

リ
カ
の
週
刊
誌
『
Z
同
君
∞
者
間
間
関
門
ペ
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
「
小
皇
帝
」

と
称
し
た
の
は

一
人
っ
子
が
家
庭
の
中
で
皆
か
ら
の
愛
を
集
め
た
と
い
う
特

殊
な
地
位
に
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
溺
愛
は
一
人
っ
子
た
ち
の

成
長
を
妨
げ
る
最
大
の
要
素
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
人
格
が
形
成
さ
れ
る
幼

子
供
の
心
の
中
で
過
剰
な
自
愛
の

少
年
期
に
溺
愛
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
理
と
依
存
性
が
生
じ
、
自
ら
生
活
の
中
で
現
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
思
考
力

と
行
動
力
は
育
て
に
く
く
な
る
。

一
言
で
い
え
ば
、
善
意
の
溺
愛
は
悪
の
結
果

を
招
く
の
で
あ
る
。

二

O
O四
年
二
月
、
筆
者
が
遼
寧
省
撫
順
市
で
行
っ
た
ア

ン
ケ

l
ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
親
の
庇
護
の
も
と
に
甘
や
か
さ
れ
な
が
ら



育
て
ら
れ
た
一
人
っ
子
の
場
合
、
通
常
の
多
く
の
き
ょ
う
だ
い
の
い
る
子
供
と

比
べ
て
、
自
立
意
識
と
能
力
の
育
成
は
遥
か
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
人
っ
子
の
親
た
ち
が
苦
労
し
て
育
て
た
の
は
、
他
で
も
な
く
、
自

立
能
力
の
低
い
「
生
活
障
害
児
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

第
三
章

溺
愛
の
根
源
|
「
一
人
」
の
家
庭
構
造

一
つ
の
小
さ
な
社
会
で
あ
る
。
き
ょ
う
だ
い
の
多

子
供
に
と
っ
て
家
庭
は
、

い
家
庭
の
場
合
、

子
供
は
日
々
き
ょ
う
だ
い
聞
の
競
争
と
対
立
、
ま
た
我
慢
と

協
力
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
が
ど
う
動
く
か
ま
た
そ
れ
に
対
し
自

分
が
知
何
に
行
動
す
べ
き
か
、
無
意
識
に
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
と

な
る
。

い
わ
ば
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
力
と
思
い
や
り
が
自
然
に
育
て

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
通
常
の
子
育
て
の
プ
ロ
セ
ス
と
対
照
的
に
、

一
人
っ
子

家
庭
の
場
合
、
「
一
人
」
と
い
う
家
庭
構
造
に
よ
っ
て
、
協
力
性
と
競
合
性
の

育
成
は
自
然
と
欠
如
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
「
唯
一
の
子
供
」
と
し
て

両
親
と
祖
父
母
よ
り
も
高
い
地
位
に
置
か
れ
る
中
、
自
己
中
心
の
意
識
が
無
意

き
ょ
う
だ
い
の
多
い
家
庭
に
お
い
て
自
己
中
心
の
意

識
の
形
成
も
可
能
で
あ
る
。
更
に
、
一
人
っ
子
が
も
っ
中
心
的
な
地
位
は
、
家

庭
と
い
う
特
殊
の
環
境
の
中
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
社
会
に
入
る
と
周
囲
に

認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
行
き
詰
っ
た
り
挫
折
し
た
り
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

識
的
に
生
じ
る
。
勿
論
、

あ
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
で
挫
折
し
た
結
果
、
多
く
の
一
人
っ
子
は
自
分
だ
け
の
世

界
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
な
り
、
不
正
常
の
心
理
が
病
み
つ
く
人
間
性
の
形
成

は
避
け
ら
れ
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
に
お
け
る
「
一
人
っ
子
」
の
特
徴
と
教
育
課
題

第
四
節

溺
愛
の
解
決
策
!
厳
愛

溺
愛
の
温
床
で
あ
る
「
一
人
」
と
い
う
家
庭
構
造
の
影
響
力
を
最
小
限
に
抑

子
供
で
子
供
を
教
育
す
る
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
第
一

歩
と
し
て
、
ま
ず
家
庭
に
お
け
る
一
人
っ
子
の
地
位
を
根
本
的
に
正
す
必
要
が

い
わ
ば
一
人
っ
子
を
「
小
皇
帝
」
の
座
か
ら
降
ろ
し
て
他
の
家
庭
メ
ン

え
る
た
め
、

↓めヲ
h
v

。

パ
!
と
平
等
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て

一
人
っ
子
家
庭
に
お
い
て

子
供
に
リ
ー
ド
さ
れ
る
教
育
関
係
は
、
親
が
主
導
権
を
握
る
教
育
関
係
へ
と
変

え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
親
は
子
供
に
家
庭
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
然
る
べ
き
義

務
と
権
利
を
教
え
込
む
こ
と
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
子
供
に
自

分
の
力
で
で
き
る
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
供
は
家
庭
に
対
し

て
自
分
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
義
務
を
覚
え
、
他
人
の
た
め
に
何
か
を
し
よ
う

と
い
う
自
他
共
存
の
意
識
を
自
然
に
育
て
る
。
こ
う
し
て
親
が
「
厳
愛
」
の
道

一
人
っ
子
家
庭
の
教
育
を
危
機
か
ら
救
う
こ
と
が
は

に
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

じ
め
て
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章

家
長
独
裁
主
義
下
の
教
育
手
段
l
暴
力

伝
統
観
念
の
負
の
遺
産

l
家
長
独
裁
主
義
の
固
定
化

家
を
大
事
に
す
る
家
庭
文
化
は
、
家
長
の
独
裁
主
義
を
助
長
す
る
役
目
を
果

第
一
節

た
し
て
い
る
。
現
在
の
一
人
っ
子
の
親
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
う
い
っ
た
家
長
独

裁
主
義
の
体
験
者
で
あ
る
。
筆
者
が
二

O
O
四
年
二
月
に
撫
順
市
で
行
っ
た
親

子
関
係
の
調
査
の
結
果
か
ら
、
家
長
独
裁
主
義
は
根
強
く
一
人
っ
子
の
親
た
ち

の
意
識
の
中
に
残
さ
れ
、
体
罰
と
子
供
の
親
に
対
す
る
不
満
を
引
き
起
こ
す
主

一
二
ハ



な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

つ
ま
り

一
人
っ
子
政
策
の
実
施
に
よ
っ

て
き
ょ
う
だ
い
の
多
い
家
庭
構
造
が
瓦
解
し
た
も
の
の
、
伝
統
の
家
長
制
度
の

支
柱
で
あ
る
家
長
独
裁
主
義
は
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
家

長
独
裁
主
義
下
で
育
て
ら
れ
た
一
人
っ
子
の
親
の
場
合
、
子
育
て
の
過
程
の
中

で
子
供
に
暴
力
を
ふ
る
う
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
家
長
制
度
の
影
響
は
「
暴

力
」
と
い
う
表
象
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
今
回
の
調
査
結
果
を
さ
ら
に
深
層

的
に
分
析
し
て
み
れ
ば
、
家
長
制
度
が
中
国
人
の
育
児
理
念
に
与
え
た
影
響
は

実
に
深
遠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
家
長
制
度
が
伝
統
と
し
て
守
ら

れ
た
歴
史
の
中
で
、
家
長
独
裁
主
義
が
当
然
の
も
の
と
し
て
中
国
の
家
庭
の
ス

タ
イ
ル
も
固
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
わ
ば
子
供
は
親
が
教
育
を
施
し
た

結
果
で
あ
り
、
家
長
が
ど
れ
だ
け
の
教
育
を
施
す
か
は
子
供
の
将
来
を
左
右
す

る
と
い
う
考
え
は
通
念
と
し
て
全
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

子
供
が
家
長
の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
自
主
的
に
成
長
す
る
こ
と
は
不

可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節

家
長
独
裁
主
義
下
の
教
育
環
境
の
形
成

前
述
し
た
親
子
関
係
の
調
査
と
同
時
に
行
わ
れ
た
「
親
が
よ
く
使
う
言
葉
」

の
調
査
の
結
果
か
ら
、

一
人
っ
子
家
庭
の
中
で
、
肯
定
式
言
語
よ
り
否
定
式
言

語
は
よ
く
親
た
ち
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
親
か
ら
過
度
の
否
定
と

制
限
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
供
の
自
主
的
な
生
存
能
力
が
次
第
に
萎
縮

し
て
い
き
、
権
力
者
に
詔
う
小
胆
な
人
間
性
が
無
意
識
的
に
形
成
さ
れ
て
し
ま

う
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
家
庭
教
育
の
失
敗
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
全
社
会
に

一一六

広
が
っ
て
い
き
、
結
局
、
民
族
性
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

一
方
、

一
人
っ
子
の
親
た
ち

は
、
唯
一
の
子
供
に
「
小
皇
帝
」
の
よ
う
な
生
活
を
さ
せ
る
と
同
時
に
、
子
供

の
行
為
に
対
す
る
否
定
や
制
限
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
溺
愛
に
よ
っ

て
我
が
ま
ま
に
な
っ
た
子
供
の
性
格
に
手
の
施
し
ょ
う
が
な
い
と
感
じ
る
際
、

家
長
独
裁
主
義
下
の
成
長
の
経
験
が
主
導
的
な
働
き
を
し
、
子
供
に
暴
力
を
振

一
人
っ
子
家
庭
に
お
け
る
暴
力
現
象
は
、
伝
統

家
長
制
度
か
ら
最
も
直
接
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て

る
う
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、

の
観
念
l

家
長
独
裁
主
義
が
行
き
過
ぎ
た
親
の
本
能
!
と
溺
愛
と
の
衝
突
し
た

結
果
で
あ
る
。

現
実
化
し
た
家
庭
内
暴
力
へ
の
対
策

子
供
に
健
康
的
に
成
長
す
る
民
主
的
な
家
庭
環
境
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、

子
供
が
間
違
い
を
お
か
し
た
際
、
親
は
家
長
独
裁
主
義
を
切
り
捨
て
て
科
学
的

な
誘
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
心
理
学
の
角
度
か
ら
み
れ
ば
、
間
違
い
を
お
か

し
た
際
、
子
供
は
大
体
あ
る
種
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
不
安
は
、
自
分

の
行
動
の
結
果
や
そ
れ
に
対
す
る
親
の
反
応
へ
の
心
配
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
子
供
の
心
理
を
活
か
し
、
親
は
「
間
違
い
」
を
き
っ
か
け
に
、
子

供
に
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
必
要
な
「
恐
怖
心
」
を
覚
え
さ
せ
、
ま
た
、
間
違

第
三
節

い
が
改
善
さ
れ
る
兆
し
が
現
れ
る
際
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
褒
め
た
り
励
ま
し
た
り

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
親
か
ら
プ
ラ
ス
の
評
価
を
受
け
る
と
、
子
供
は
自

分
の
行
動
が
正
し
い
と
肯
定
し
、
努
力
し
続
け
る
自
信
が
つ
く
。
そ
こ
で
、
間

違
い
を
繰
り
返
さ
な
い
心
掛
け
が
、

は
じ
め
て
正
し
い
こ
と
を
し
よ
う
と
い
う



心
理
へ
と
切
り
替
わ
り
、
良
い
方
向
へ
進
む
た
め
の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
が

身
に
つ
け
ら
れ
る
。

子
供
固
有
の
天
性
を
尊
重
す
る
上
で
適
切
な
「
罰
」
と
「
賞
」
を
施
し
、
そ

の
天
性
を
さ
ら
に
引
き
出
す
こ
と
は
、
子
供
に
備
え
る
べ
き
内
な
る
精
神
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
根
本
的
な
道
で
あ
る
。

第
三
章

不
平
衡
の
教
育
傾
向
l
受
験
教
育
対
徳
育

第
一
節

受
験
教
育
の
実
態

一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
受
験
教
育
が
密
か
に
ブ

l
ム
に
な
り
、
今

日
に
至
っ
て
中
国
の
子
供
教
育
の
行
方
を
左
右
す
る
社
会
的
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
筆
者
は
二

O
O
四
年
二
月
に
撫
順
市
清
原
第
二
中
学
校
で
中
一
の
学
生

(
一
人
っ
子
)
の
親
一

O
O
組
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
七

O
%以
上
の
一
人
っ
子
の
親
は
、
子
育
て
の
重
心
を
勉
強
と
進
学
に
置
き
、
子

供
の
趣
味
、
自
立
能
力
、
交
友
能
力
の
育
成
は
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
の
調
査
と
並
行
し
て
撫
順
市
清
原
第
二
中
学
校
で
中
一
の
学
生
(
一

人
っ
子
)

一
O
O人
を
対
象
に
行
わ
れ
た
調
査
の
結
果
か
ら
、
約
五

O
%
の
子

供
は
親
に
強
い
ら
れ
た
受
験
教
育
か
ら
大
き
な
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

つ
ま
り
、
受
験
教
育
と
い
う
異
常
な
教
育
手
法
に
よ
っ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

て
、
子
供
の
心
身
の
発
育
の
プ
ロ
セ
ス
は
ゆ
が
め
ら
れ
、
正
常
で
健
康
な
成
長

が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
節

見
落
と
さ
れ
た
徳
育

中
国
に
お
け
る
「
一
人
っ
子
」
の
特
徴
と
教
育
課
題

「
改
革
開
放
」
を
き
っ
か
け
に
、

一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
中
国
社
会

が
一
気
に
学
歴
社
会
へ
と
突
入
し
た
。
こ
う
い
っ
た
社
会
的
傾
向
を
背
景
に
、

一
人
っ
子
家
庭
に
お
い
て
教
育
の
天
秤
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
は
じ
め
、
「
具
体

的
な
知
育
」
対
「
抽
象
的
な
徳
育
」
と
い
う
構
図
は
日
増
し
に
際
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
多
く
の
親
は
子
供
の
宿
題
か
ら
試
験
の
問
題
や
対
策
な
ど
ま
で
具
体

的
に
指
導
で
き
る
の
に
、
子
供
の
道
徳
や
品
行
の
育
成
に
関
わ
る
問
題
に
な
る

と
、
上
辺
だ
け
淡
々
と
言
う
こ
と
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う

に
徳
育
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
化
に
よ
っ
て
、
「
高
知
低
能
」
の
現
象
は
著
し
く
な
っ

て
い
る
。
い
わ
ば
一
人
っ
子
家
庭
に
お
け
る
知
育
と
徳
育
の
不
平
衡
が
も
た
ら

し
た
影
響
は
す
で
に
現
実
的
な
形
で
現
れ
、
中
国
社
会
の
公
徳
の
水
準
を
低
下

さ
せ
た
重
要
な
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

徳
育
の
方
法
と
内
容

受
験
教
育
か
ら
脱
出
し
平
衡
教
育
を
実
現
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
の
は
、

親
が
教
育
者
と
し
て
の
素
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者

は
以
下
の
方
法
を
提
言
す
る
。
①
教
育
観
念
を
改
め
、
「
学
而
仕
則
優
」
か
ら

子
供
の
知
能
や
個
性
の
発
展
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
。
「
人
間
教
育
」
の
教
育
理

念
へ
転
換
す
る
こ
と
。
②
教
育
者
と
し
て
親
は
、
「
言
教
」
と
「
身
教
」
の
統

一
、
即
ち
言
行
一
致
に
心
が
け
る
こ
と
。
③
親
は
親
子
と
の
関
係
を
正
確
に
理

解
し
、
親
子
聞
の
意
識
疎
通
を
通
じ
、
子
供
の
要
求
ま
た
は
考
え
を
把
握
す
る

こ
と
。
④
子
供
の
成
長
を
研
究
す
る
親
に
な
る
こ
と
。

宇品、
h
~
、

一
人
っ
子
家
庭
に
お
け
る
徳
育
は
、

そ
の
特
有
な
背
景
が
あ
る
た
め
、

--L. ，、



主
に
次
の
内
容
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
べ
き
と
筆
者
は
考
え
る
。
①
責
任
感
と
義

務
感
の
教
育
、
②
勤
労
節
約
の
教
育
、
③
法
律
の
教
育
、
④
信
用
の
教
育
、
⑤

理
想
と
気
概
の
教
育
。

第
四
章

問
題
解
決
の
模
索
l
素
質
教
育

第
一
節

素
質
教
育
の
提
起

「高

I
Q低
能
力
」
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
問
題
の
深
刻
さ
を
認
識
し
、
中

国
政
府
は
学
校
を
中
心
に
素
質
教
育
と
い
う
教
育
改
革
政
策
を
打
ち
出
し
た
。

し
か
し
、
政
府
が
主
導
す
る
実
施
過
程
を
具
体
的
に
分
析
し
て
み
れ
ば
、
素
質

教
育
は
複
線
型
学
校
体
系
を
活
か
し
大
量
の
熟
練
労
働
者
と
中
級
技
術
者
養
成

の
た
め
の
教
育
理
論
と
し
て
定
位
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
動

向
の
中
で
、
中
国
の
素
質
教
育
の
妥
当
性
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
く
な
る
。第

二
節

真
の
素
質
教
育
を
考
え
る

子
供
が
道
具
で
は
な
く
健
全
な
人
間
性
を
も
っ
人
間
に
な
る
の
は
、

そ
の
独

立
す
る
人
格
、
意
識
と
生
存
能
力
が
次
第
に
発
展
す
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
は
い
わ
ば
素
質
教
育
の
根
本
的
な
目
標
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
中
国
の

一
人
っ
子
教
育
は
革
命
的
な
転
換
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ

の
転
換
の
第
一
歩
と
し
て
、
現
在
、
中
国
の
素
質
教
育
は
「
学
校
が
中
心
」
か

へ
と
転
換
す
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ら
「
家
庭
が
土
台
」

単
な
る
学
校
を
中
心
に
素
質
教
育
を
行
う
と
、
子
供
が
家
に
帰
る
と
ま
だ
親
に

二
六
四

統
治
さ
れ
る
環
境
に
戻
り
、

そ
こ
で
個
性
は
再
び
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
親
に
子
供
の
個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
の
は

中
国
の
素
質
教
育
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
学
校
は
家
庭
に
協
力
す
る

立
場
か
ら
、
教
学
の
内
容
と
方
法
の
面
で
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う

し
て
家
庭
教
育
と
同
時
に
学
校
教
育
も
素
質
教
育
へ
と
転
換
し
て
は
じ
め
て
、

健
康
的
な
個
性
と
素
質
を
兼
ね
備
え
る
人
材
の
育
成
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

終

章

一
体
、
中
国
に
お
け
る
一
人
っ
子
の
特
徴
と
教
育
課
題
は
ど
の
よ
う
な
内
実

に
伴
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
我
々
は
ど

の
よ
う
な
解
決
策
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
い
っ
た
問
題
意
識
に
基
づ

き
、
本
研
究
は
筆
者
が
遼
寧
省
撫
順
市
を
中
心
に
行
っ
た
現
地
調
査
を
土
台
に

展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
溺
愛
、
暴
力
、
知
育
と
徳
育
の
不
平
衡
は
、

す
で
に
中
国
の
一
人
っ
子
教
育
の
発
展
を
阻
む
深
刻
な
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が

一
方
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
近
年
来
、
中
国
政

府
は
素
質
教
育
と
い
う
教
育
改
革
政
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
職
業
に
求
め
ら
れ

る
素
質
を
も
っ
人
材
の
育
成
を
目
標
と
設
定
し
た
た
め
、
こ
の
政
策
は
一
人
つ

わ
か
っ
た
。

子
教
育
の
問
題
の
解
決
に
繋
が
ら
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
問
題
を
解
決
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
た
め
、
ま

ず
、
教
育
が
何
の
た
め
に
ま
た
何
を
中
心
に
行
わ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
根
本
的

問
題
に
関
す
る
、
政
府
や
一
人
っ
子
の
親
が
持
っ
て
い
る
誤
っ
た
認
識
を
正
す



必
要
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

子
供
の
教
育
と
は
、
子
供
を
中
心
に
そ
の
自
己
向
上
力
を
育
成
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
親
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
者
の
役
割
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
子
供
に
自
由
に
成
長
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
を
中
心
と
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
親
が
自
分
を
中
心
と
す
る
教
育
を
施
す
と
、
子
供
は
個
性

を
失
い
、
従
っ
て
創
造
力
も
失
い
、
社
会
に
適
応
で
き
な
い
人
間
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
途
方
に
暮
れ
た
教
育
か
ら
子
供
を
救
う
に
は
、
一

人
っ
子
の
親
に
と
っ
て
、
子
供
を
解
放
す
る
ほ
か
に
道
が
な
い
。
つ
ま
り
、
子

供
に
子
供
の
世
界
を
返
し
、
広
々
と
す
る
心
や
長
い
目
で
彼
ら
が
自
分
の
内
な

る
理
想
に
従
っ
て
成
長
す
る
こ
と
を
見
守
る
こ
と
で
あ
る
。

子
供
が
本
当
に
人
間
ら
し
く
有
意
義
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
助

け
る
の
が
、
親
が
成
す
べ
き
真
の
教
育
で
あ
る
。
本
研
究
が
、
子
育
て
に
悩
ま

さ
れ
る
一
人
っ
子
の
親
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
の
義
務
を
担
う
中
国
社
会
の

人
々
が
、
健
全
な
人
間
性
の
も
つ
子
供
を
育
成
す
る
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
と
考
え
る
。

、王①
若
林
敬
子
『
中
国
人
口
超
大
国
の
ゆ
く
え
』
岩
波
新
書
、

九
頁
。

一
九
九
四
年
、
四

戦
後
真
宗
史
の
研
究

戦
後
真
宗
史
の
研
究

赤

決t

山泊仔

次

円
口

序
論第
一
章
戦
時
下
の
教
団
形
成

第
一
節
天
皇
制
国
家
体
制
の
宗
教
政
策

第
二
節
「
神
道
国
教
化
」
を
成
立
さ
せ
た
真
宗
理
解

第
三
節
戦
時
下
の
教
団

第
二
章
敗
戦
後
の
教
団

第
一
節
戦
後
直
後
の
教
団

第
二
節
教
団
の
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
案
へ
の
反
対

第
三
節
「
靖
国
法
案
」
以
後
の
教
団

序

ーム
民間

本
論
文
で
扱
う
戦
後
真
宗
史
と
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
団
(
以
後
教
団

と
略
す
)
の
戦
後
史
で
あ
る
。
戦
後
に
お
い
て
教
団
の
戦
争
参
加
と
そ
の
戦
争

責
任
が
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

た
だ
戦
争
状
況
に
あ
っ
た
当
時
の

教
団
を
今
の
立
場
か
ら
非
難
す
る
こ
と
、
現
在
の
価
値
観
か
ら
過
去
を
糾
弾
す

る
こ
と
で
は
意
味
が
な
い
。
重
要
な
の
は
、
な
ぜ
あ
の
時
教
団
は
戦
争
協
力
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
点
を
あ
き
ら
か
に
し
、
自
ら
が
非
戦
の
立
場

二
六
五


